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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年10月9日(2008.10.9)

【公開番号】特開2006-89735(P2006-89735A)
【公開日】平成18年4月6日(2006.4.6)
【年通号数】公開・登録公報2006-014
【出願番号】特願2005-244276(P2005-244276)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ａ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月25日(2008.8.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料粒子の表面に－Ｒ－（ＣＯＯＭ１）ｎ基が結合している自己分散型顔料、及び塩を
含有することを特徴とする水性インク。
（式中、Ｒはアルキレン基又は芳香環であり、Ｍ１は水素原子、アルカリ金属、アンモニ
ウム又は有機アンモニウムであり、ｎは２以上の整数である。）
【請求項２】
　前記－Ｒ－における、－（ＣＯＯＭ１）が結合している炭素原子に隣接する炭素原子が
、－（ＣＯＯＭ１）を結合してなる請求項１に記載の水性インク。
【請求項３】
　前記ｎが、２である請求項１又は２に記載の水性インク。
【請求項４】
　前記Ｒが、Ｃ６Ｈ３である請求項１～３の何れか１項に記載の水性インク。
【請求項５】
　前記Ｍ１が、アンモニウムである請求項１～４の何れか１項に記載の水性インク。
【請求項６】
　前記塩が、（Ｍ２）ＮＯ３、ＣＨ３ＣＯＯ（Ｍ２）、Ｃ６Ｈ５ＣＯＯ（Ｍ２）、Ｃ２Ｈ

４（ＣＯＯ（Ｍ２））２、Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯ（Ｍ２））２及び（Ｍ２）２ＳＯ４からなる
群から選ばれる少なくとも１種である請求項１～５の何れか１項に記載の水性インク。（
式中、Ｍ２はアルカリ金属、アンモニウム又は有機アンモニウムである。）
【請求項７】
　前記Ｍ２が、アンモニウムである請求項６に記載の水性インク。
【請求項８】
　前記塩が、ＮＨ４ＮＯ３、Ｃ２Ｈ４（ＣＯＯＮＨ４）２、Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯＮＨ４）２
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及び（ＮＨ４）２ＳＯ４からなる群から選ばれる少なくとも１種である請求項１～６の何
れか１項に記載の水性インク。
【請求項９】
　前記塩が、Ｃ２Ｈ４（ＣＯＯ（Ｍ２））２、Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯ（Ｍ２））２及び（Ｍ２

）２ＳＯ４からなる群から選ばれる少なくとも１種である請求項１～６の何れか１項に記
載の水性インク。
【請求項１０】
　前記水性インクが、インクジェット用である請求項１～９の何れか１項に記載の水性イ
ンク。
【請求項１１】
　インクをインクジェット法で吐出する工程を有するインクジェット記録方法において、
前記インクが、請求項１～１０の何れか１項に記載の水性インクであることを特徴とする
インクジェット記録方法。
【請求項１２】
　インクを収容するインク収容部を備えたインクカートリッジにおいて、前記インクが、
請求項１～１０の何れか１項に記載の水性インクであることを特徴とするインクカートリ
ッジ。
【請求項１３】
　インクを収容するインク収容部と、インクを吐出するための記録ヘッドを備えた記録ユ
ニットにおいて、前記インクが、請求項１～１０の何れか１項に記載の水性インクである
ことを特徴とする記録ユニット。
【請求項１４】
　インクを収容するインク収容部と、インクを吐出するための記録ヘッドを備えたインク
ジェット記録装置において、前記インクが、請求項１～１０の何れか１項に記載の水性イ
ンクであることを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項１５】
　ブラックインクと少なくとも１色のカラーインクとを用いて普通紙にインクジェット記
録方式で記録を行う画像形成方法において、ブラックインクに請求項１～１０の何れか１
項に記載の水性インクを用い、且つ前記ブラックインクによって形成される画像と、カラ
ーインクによって形成される画像とが隣接してなる画像を形成する際に、ブラックインク
を付与する走査を行って画像を形成した後、前記画像が形成された領域にカラーインクを
付与する走査を行うことを特徴とする画像形成方法。
【請求項１６】
　ブラックインクを付与する走査を行った後、少なくとも１回の走査分の時間差を空けた
後にカラーインクを付与する走査を行う請求項１５に記載の画像形成方法。
【請求項１７】
　ブラックインクを吐出させるための吐出口列と、カラーインクを吐出させるための吐出
口列が副走査方向にずれて配置されている記録ヘッドを用いてインクの付与を行う請求項
１５又は１６に記載の画像形成方法。
【請求項１８】
　顔料粒子の表面に－Ｒ－（ＣＯＯ－）ｎ基が結合している自己分散型顔料、及び、Ｍ１
＋を含有し（式中、Ｒはアルキレン基又は芳香環であり、Ｍ１は水素原子、アルカリ金属
、アンモニウム又は有機アンモニウムであり、ｎは２以上の整数である。）、更に、ＮＯ

３
－、ＣＨ３ＣＯＯ－、Ｃ６Ｈ５ＣＯＯ－、Ｃ２Ｈ４（ＣＯＯ－）２、Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯ

－）２及びＳＯ４
２－からなる群から選ばれる少なくとも１種、及び、Ｍ２

＋（式中、Ｍ

２はアルカリ金属、アンモニウム又は有機アンモニウムである。）、を含有することを特
徴とする水性インク。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　又、本発明の別の実施態様にかかる水性インクは、顔料粒子の表面に－Ｒ－（ＣＯＯ－

）ｎ基が結合している自己分散型顔料、及び、Ｍ１
＋を含有し（式中、Ｒはアルキレン基

又は芳香環であり、Ｍ１は水素原子、アルカリ金属、アンモニウム又は有機アンモニウム
であり、ｎは２以上の整数である。）、更に、ＮＯ３

－、ＣＨ３ＣＯＯ－、Ｃ６Ｈ５ＣＯ
Ｏ－、Ｃ２Ｈ４（ＣＯＯ－）２、Ｃ６Ｈ４（ＣＯＯ－）２及びＳＯ４

２－からなる群から
選ばれる少なくとも１種、及び、Ｍ２

＋（式中、Ｍ２はアルカリ金属、アンモニウム又は
有機アンモニウムである。）、を含有することを特徴とする。
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